
 
 

この度は数あるフィリピンの学校の中から Columbus(コロンブス)をお選びいただきありがとうございます。 
ほとんどの方が初めてフィリピン留学を体験される方だと思いますので皆さまが満足できる留学になるように

簡単に学校の説明、日本での事前準備、そしてフィリピンでの注意点やなどをお伝えしようと思います。 
 
まずは持ち物！基本の物から英語を勉強する上で必ず持ってきた方がよいものをいくつかチェックしましょう。 
1. 筆記用具やノート （フィリピンのノートはペラペラなので日本で買う事をお勧めします） 
2. パスポート （期限が切れていないことを確認してください） 
3. パソコン・携帯電話・タブレット （勉強する上で使う事が良くあります） 
4. 日本語の参考書 （ビギナーの方は日本語の参考書があったほうが効率よく勉強できるでしょう。学校にも

参考書はありますが日本語のものは少ないです。） 
5. 電子辞書 （ネット環境がなくても使えるものが好ましいです） 
6. 変圧器 （必要のないものもありますがドライヤーなどを日本から持ってきても、そのままでは使えません） 
7. 写真  （背景が白の 5cm×5cm のもの。現地で撮ることもできます。12 週間未満 4 枚それ以上 5 枚。） 
8. 海外旅行保険証 

 
大型ショッピングモールもありますので生活する上では不自由のないと思います。シャンプーや日焼け止めなど

基本的なものは現地で買うこともできます。また週末に海に遊びに行く予定の方は水着も持ってきた方が良いで

しょう。フィリピンでは日本の食材が日本よりも高く売っているので必要な方はインスタントみそ汁やふりかけ

なども持ってきてはいかがでしょうか？ 
 
 
 



 
日本からイロイロまでの直通はありません。マニラ経由で来るのが一般的な経路になります。初めて海外に来る

方もいると思いますので空港での注意点を説明します。 
 
日本の空港の流れ 
1. 出発時間の 2 時間前には必ず到着しておくこと。 
2. ご利用になる航空会社のカウンターに行きチェックイン！！ 
3. パスポートと往復航空券を見せてください。（フィリピンから国外にでるチケットを持っていないとフィリピ

ンには入国できません）荷物を預けてボーディングパス（搭乗券）を受け取ります。荷物は航空券を買う時

に何キロ OK かという事をご自身で決めたかと思います。当日に重量がオーバーになると値段がかなり高く

なるので注意！！手荷物は一つまでですがノートパソコンは別で OK. 
4. 出国ゲートに着いたら機内持ち込み用の荷物をベルトコンベアーに載せます。保安検査代を通過して荷物を

受け取り出国審査台に向かいます。（ご自身のベルトを外し忘れて音を鳴らす人が多々います） 
5. 出国審査台についたらパスポートと航空券を提出して出国スタンプを押してもらいます。 
6. 出国審査台を通過したら、あとはゆっくり搭乗ゲートで待ちましょう。時間ぎりぎりに行って焦るよりも、

余裕をもって行動することをお勧めします。 
7. 飛行機に乗って出発してから入国カードと税関申請カードが配られます。空港に着いてからでも書けますが

スムーズに進むために飛行機内で書いておきましょう。そのためボールペンを飛行機内に持ち込みましょう。 

 
1. Last name = 性 
2. First name = 名 
3. Middle name = ミドルネーム （空白で構いません） 
4. Contact number and/or e-mail address = 電話番号またはメールアドレス 
5. Passport / travel document number = パスポート番号 
6. Country of first departure = 出発国 
7. Country of residence = 居住国 
8. Occupation / work = 職業  （困ったときは office clerk と書いてください） 



9. Flight / voyage number = 搭乗便名 
10. Purpose of travel = 渡航目的 （Education にチェック） 
11. Signature of passenger = サイン 

 

 

滞在先は Ledesco Iloilo で問題ありませんが、もし詳しく聞かれたらこちらの住所を見せてください。 
Sta. Maria Street. Ledesco City. Homes Barangay. San Pedro. Lapaz. Iloilo City. in the Philippins 

 
GENERAL DECLARATION の説明 

1. 動物、植物、魚から作られた製品や農作物 
2. 1 万ペソ以上のフィリピン紙幣・硬貨・小切手・郵便為替やフィリピンの銀行が発行したペソに変えられ

る金券 
3. 1 万＄US 相当を超える外貨 
4. 輸入禁止商品または輸入制限商品 
5. 販売目的の宝石、電子商品、広告宣伝用の商品、商品のサンプル 

 
※1 万ペソ以上の紙幣の持ち込み・持ち出しは禁止 

※ブランド物バックのお土産などは課税対象となりますのでご注意ください 
 
 
 



 
マニラ空港（ニノイ・アキノ空港）に到着してご自身の荷物を取りましたらターミナルを移動します。フィリピ

ン航空の場合はターミナル２へ、セブパシフィックの場合はターミナル３へ移動します。セブパシフィックをご

利用の場合は空港の外へは出ずエスカレーターかエレベーターで 3 階に行けばターミナル 3 へ移動できます。 
 
あとはチェックインを終えてイロイロへの飛行機を待つだけですが、ひとつだけ注意点があります。国内線はよ

く遅延します。そのため不安になることもあると思いますが安心して下さい。とくに学校にも連絡も必要ありま

せん。学校側で遅延情報を常にチェックしておりますので、のんびりとお待ちください。まれに 2 時間ほど遅延

します。 
 

 
イロイロ空港はとても小さいので出口は一つしかありません。落ち着いてご自分の荷物を取り外に出てください。 
外に出るとたくさんの人がいるように見えますが、外からは日本人が珍しいのですぐにあなたを見つけられます。

また Columbus と書いてあるプラカードを日本人マネージャーが目立つ場所で持っているので、あなたからも簡

単に見つけることが出来ます。 
 

 

 



 

 
基本的には土曜日か日曜日に到着されると思います。ドミトリーに着いたら月曜の朝までは自由時間です。ゆっ

くりお休みになり体調を万全にして入学に備えましょう。到着後下記の時間内でしたら食事を食べることができ

ます。 
 

 
 
学校初日はオリエンテーションとレベルテストを行います。レベルテストは文法・単語・スピーキングを行いレ

ベルに応じてクラス分けされます。午後は自習か授業を行うことになります。初日に授業を受けられる保証はあ

りませんが、時間を無駄にしないようにマネージャーと先生の判断で初日から授業をなるべく受けられるように

しています。そのため、日曜日に簡単なレベルテストをマネージャーが行う場合があります。 
買い物や両替が必要な方はマネージャーとスーパーマーケットに行き両替と買い物を済ませます。 
滞在中に留学期間を延長したくなった場合は、なるべく早めにマネージャーに申し出てください。 
 
 
 
 
 
 



 

 

 
フィリピンに留学に来る前の事前準備として皆さまにお伝えしたいことがあります。まずは多くのビギナーの留

学生が勘違いしていること・・・「海外に行けば何とかなる」。これはとんでもない間違いです。英語を英語でゼ

ロから学ぶのはとても大変な事で効率が悪いのです。「何が分からないのかが分からない」となると単語の勉強

だけで多くの時間をとられてしまいます。授業も単語を調べるのに時間を取られて、せっかくのマンツーマンの

時間が台無しになってしまいます。またスピーキングを重視したい生徒も多くいると思いますが、基礎の知識が

無ければ話すことはできません。1・2 ヶ月留学すればビギナーからスラスラと英語を話せるようになるような

夢は見ない事。効率の良い留学をするためにしっかりと中学英語だけでも勉強してくるのをお勧めします。 
 

以下の単語が分かりますか？ 

 
これらは会話の中でよく出てくる単語です。分からなかった人は一つ一つ覚えていきましょう。Columbus に来

ている韓国人の子供の生徒は一日 200 個もの文章（センテンス）を覚えるのが普通です。夜 12 時を過ぎても目

をこすりながら勉強しています。そして朝 6 時からまた勉強しています。日本人にその方法が合うとは思いませ



んが、そのくらいのやる気が大事だと思っています。それを踏まえて Columbus はビギナーの生徒もしっかりと

サポートしていきます。全く神経質にならなくて大丈夫ですが、とにかく「努力をすること」を忘れないでくだ

さい。 
 

Columbus では希望者が 1 日 1 時間の韓国語講座を無料で受けることができます。初日にマネージャーが説明を

するので興味がある場合は参加を申し出てください。 

 
 
 

イロイロはセブやマニラに比べてとても治安がいい街です。生徒がトラブルに巻き込まれることはめったにあり

ませんが、もちろん安心してはいけません。お金を多く持ち歩かない、ポケットに財布や携帯電話を入れない（バ

ックに入れる）、泥酔しないなど油断をしなければ大丈夫です。 
イロイロのタクシーは全てメーター式です。ぼったくられる事はめったにありません。しかし空港に行くときや、

遠くにタクシーで移動する場合はメーターを使わない場合があります。初めに値段を言われるので同意してから

出発することになります。マニラで多発している多額のぼったくりはイロイロでは見かけません。タクシーから

降りるときは必ず忘れ物チェックをしてください。 
イロイロでの移動はジプニーをよく使います。一回 7 ペソが基本となっています。初めはお金の受け渡しやタイ

ミングなどが分からないと思いますのでマネージャーに聞いてください。 
クレジットカードでＡＴＭからお金を引き出すことができますが、ごくたまにお金を引き出せない生徒がいます。

理由は残金不足だったりするのですが、全く現金を持ってこない生徒もいるので多少現金を持ってくることをお

勧めします。 
トイレは紙がなかったり便座がなかったりするので、紙は常に持ち歩くことを心掛けてください。 
 
 

フィリピン留学に来て本当によかったと思える人は努力をした人です。楽しむときは楽しみ勉強する時は勉強す

る、メリハリがとても大事です。Columbus という学校、新しく出会うトモダチ、フィリピンという国を最大限

に楽しみ生かしてください。そして次のステップアップに繋げてくれることを心から願っています。 
Columbus 


